
エコアクション２１

　　株式会社　山　博　リサイクルセンター八潮

　　環　　境　　活　　動　　レ　　ポ　　ー　　ト
　　　　　　　（２０２１年７月１日～２０２２年０６月３０日）

１．環境方針

２．組織の概要

３．環境目標とその実績

４．主要な環境活動計画の内容と取組結果の評価

５．環境関連法規への違反、訴訟等の有無

６．代表者による全体評価と見直し結果

2022年9月1日

株式会社　山　博



１．環境経営方針

基本理念

株式会社山博リサイクルセンター八潮は、古紙リサイクル事業の推進を通じ、

循環型社会の構築に貢献すると共に事業活動が環境に与える影響を認識することにより、

よりよい地球環境保全に努めるべくエコアクション２１を運用してまいります。

基本方針

１．環境法令及び当社が同意するその他の要求事項を遵守します。

２．電気・化石燃料使用量の削減を目指します。

３．節水に努め、水使用量の削減を目指します。

４．廃棄物の分別と資源リサイクルを促進し循環型社会の構築に貢献します。

５．この環境方針を全社員に周知し、定期的に見直す事により、

　　継続的な環境改善に取り組みます。

尚、今後、認証登録範囲を拡大し、本社も認証を取得することとします。

2008年9月1日制定、2018年10月1日改定

株式会社　山　博

代表取締役　山室　新太郎



２．組織の概要

＜１＞ 事業所名、及び代表者名

株式会社　山　博

リサクルセンター八潮

代表者名　山室　新太郎（代表取締役社長）

＜２＞ 所在地

本社　　 東京都台東区元浅草３－８－４ （登録範囲外）

ﾘｻｲｸﾙｾﾝﾀｰ八潮 埼玉県八潮市大瀬１９８－１ （認証登録範囲）

＜３＞ 環境管理責任者、連絡先

環境管理責任者 水野　晃 03-3845-2828

＜４＞ 法人設立年月日 1974年7月1日

八潮営業所設立 1958年9月1日

＜５＞ 資本金

３，６００万円（１９８０年）

＜６＞ 売上高

全社 ２．５億円（２０２１年）

八潮 ２．３億円（２０２１年）

＜７＞ その他



＜７＞ 組織図 役割・責任・権限
（代表者）
環境目標及び環境活動計画の

代表取締役社長 全体評価と見直し

山室新太郎 環境方針策定　　環境責任者任命

環境管理責任者
（環境管理事務局）
システムの構築・運用

水野晃 代表者への報告
環境会議の開催
文書記録の管理

　総務　環境管理

リサイクルセンター八潮（所長）
（総務　環境管理）
各部門への伝達・管理

係 係
機械管理 車両管理

＜８＞ 事業活動の概要 （全社）

本社 全社管理　営業
リサイクルセンター八潮 古紙の仕入・収集・選別加工・出荷・営業

許可・登録の内容

認定 古紙商品化適格事業所認定証
認定番号　Ｃ－０１－１０９－０２（八潮）
認定の有効期限 2025年3月31日

認定 製紙原料産業個人情報保護体制認定制度（東京都製紙原料協同組合）
認定番号　ＴＰ－１３－０２０-２
認定有効期限　2025年3月31日

＜９＞ リサイクルセンター八潮の規模　施設等の状況

①従業員 ９名（八潮）

②事業敷地面積　　２，６５７㎡（八潮）
　　建物床面積　　　１，１３６㎡（八潮）　

③車両等 運搬車両 ２．０トラック １台
塵芥車 ４台
大型ウィング車 １台

作業車両 クランプ ２台
フォークリフト ４台

④主要設備と処理能力 古紙プレス機 １台（八潮150馬力）
古紙破砕機 １台（八潮4ｔ/ｈ）

⑤処理工程 搬入－選別－プレス加工-搬出（出荷）

⑥古紙処理実績 １２，３９５トン（２０２１年度　八潮）

⑦処理単価 見積もりによる

産業廃棄物処理業者でないので、上記以外の優良性評価制度に
おける、情報公開項目に関する情報はありません。



３．環境目標とその実績・評価

＜１＞長期目標（期間　２０２０年７月　～　２０２２年６月）　 リサイクルセンター八潮

環境目標 基準年度 目標（対基準比）

2019年度 2020年度 2021年度 2022年度

（20年7月～21年6月） （21年7月～22年6月） （22年7月～23年6月）

１．CO2削減

①電力消費量削減 1％削減 2％削減 3％削減

89,911 ｋｗｈ 89,012 ｋＷｈ 88,113 ｋＷｈ 87,214 ｋＷｈ

（47,176㎏-CO2） （46,700㎏-CO2） （46,223㎏-CO2）

②燃料消費量削減 1％削減 2％削減 3％削減

ガソリン 2,450 ℓ 2,426 ℓ 2,401 ℓ 2,377 ℓ

（5632.3㎏-CO2） （5574.3㎏-ＣＯ2） （5518.5㎏-CO2）

軽油 28,241 ℓ 27,959 ℓ 27,676 ℓ 27,394

（72,131㎏-CO2） （71,408㎏-ＣＯ2） （70,675㎏-CO2）

２．廃棄物排出量削減 1％削減 2％削減 3％削減

14,110 ㎏ 13,969 ㎏ 13,828 ㎏ 13,687 ㎏

３．用水使用量削減 1％削減 2％削減 3％削減

325 ㎥ 322 ㎥ 319 ㎥ 315 ㎥

４．グリーン購入促進

＜２＞短期目標（期間　２０２１年７月　～　２０２２年６月） リサイクルセンター八潮
環境目標項目 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 計（㎏-CO2） 評価

１．①電力使用量の削減 計画 7,004 7,470 7,401 7,358 7,857 8,616 7,560 7,806 7,015 7,452 5,851 6,725
(38,329) ×
88,112

基準年比２％減（ｋWｈ） 実績 8,314 7,696 8,447 8,575 8,908 10,078 8,530 9,640 8,425 9,742 7,794 9,361
(45,897)

105,510

２．②燃料使用量の削減 ガ
ソ
リ
ン

計画 200.1 200.1 200.1 200.1 200.1 200.1 200.1 200.1 200.1 200.1 200.1 200.1 
(5,631) ×
2,401 回収先増

基準年比２％減（ℓ） 実績 289 407 348 411 457 381 279 456 566 459 400 417 
(11,298) ガソリン車も

4,870 引取り車両

２．②燃料使用量の削減
軽
油

計画 2,511 2,511 2,511 2,511 2,511 2,511 2,511 2,511 2,511 2,511 2,511 2,511
(71,406) ×
27,677 扱い数量増

基準年比２％減（ℓ） 実績 2,811 2,415 2,809 2,688 2,922 3,710 2,909 2,589 2,960 2,842 2,987 2,892
(89,097) 塵芥車本稼動

34,534

３．産業廃棄物排出量の削減計画 1152.3 1152.3 1152.3 1152.3 1152.3 1152.3 1152.3 1152.3 1152.3 1152.3 1152.3 1152.3 13,828
○

選別徹底

基準年比２％減（㎏） 実績 0 700 0 2,150 0 1,580 0 1,160 1,210 0 1,610 0 8,410

４．用水使用量の削減 計画 26.58 26.58 26.58 26.58 26.58 26.58 26.58 26.58 26.58 26.58 26.58 26.58 319.0 
×

基準年比２％減（ℓ） 実績 101 0 75 0 64 0 112 0 45 0 57 0 454
引き続き節水

５．グリーン購入促進（品目） 計画

基準年比増５（品目） 実績

　　評価基準　○　＝　目標達成 （　　）はＣＯ2排出量
　　　　　　　　　×　＝　目標未達

（注）環境目標は当社の場合は、「燃料使用量の削減」がこれにあたります

（注）排出係数は　東京電力　0.435㎏-CO2/kＷｈ



４．主要な環境活動計画の内容と

　　　　取組結果の評価及び次年度の取り組み

環境目標 取組の項目 評価○良好△不十分×未実施

期間２０２１年７月１日～２０２２年６月３０日

二酸化炭素排出量削減 ﾘｻｲｸﾙｾﾝﾀｰ八潮

電力使用量の削減 不要時の消灯 ○

運転中止時の電源オフ ○

エアコンの温度管理 ○

燃料使用量の削減 車両の点検整備の徹底 ○

車両の走行距離の低減 ○

エコドライブの徹底 ○

廃棄物排出量の削減 廃棄物分別の徹底 ○

再生可能物の利用 ○

用水量の削減 散水時の節水 ○

手洗い時の節水 ○

グリーン購入の促進 購入備品のチェック 〇

次年度の取り組み：本年度の取り組みを継続して実施します。

５．環境関連法規への違反、訴訟等の有無

⑴主な環境法規

法規制等の名称 遵守状況

廃棄物処理法 ①処分業者との契約済み

②マニフェスト伝票管理済み

③産業廃棄物管理票交付等状況報告書提出済み

労働安全衛生法 フォークリフト運転技能講習

道路交通法 ①無免許の禁止

②酒気帯び運転の禁止

③積載制限の遵守

⑵環境関連法規への違反及び訴訟などはございません。

なお、関係当局より違反等の指摘は過去三年間ありません。



６．代表者による全体評価と見直しの結果

開催日時 ２０２２年９月１日　１６：００～１７：００

出席者 山室新太郎　大久保　吉川　小林　水野

要旨 エコアクション２１に取り組みだして１０年経過

原燃料費も高騰している中、事業に不可欠な軽油・ガソリンを今まで以上に

意識して、様々効率化して欲しい



６．代表者による全体評価と見直しの結果

開催日時 ２０２２年９月１日　１６：００～１７：００

出席者 山室新太郎　大久保　吉川　小林　水野

要旨 １　全体評価

エコアクション２１を構築して１２年目として目標に向かって削減等を行った。

今年は、昨年より古紙仕入れ量が増加し、引取り（回収）古紙も増えてきた為、

仕入量（処理量）は、12,395トンと昨年より多い結果であった。

よって、今年度は、プレス加工に使う電力、回収に必要な燃料ともに増加となり、

目標未達となる。

本年度も、エクアクション２１のノウハウを生かし、環境関連法規の遵守、

まだまだ不十分ではあるが、環境活動は概ね実施できた。（特に廃棄物削減）

２　見直し・指示

八潮市火災予防条例に基づき、引き続き、『指定可燃物』の届け出準備を進めてもらいたい。

環境目標に変更はないが、必要に応じて活動方法の改善、変更を行い、

今後、全社員が一丸となってシステムの充実と改善 に取り組んでほしい。 


